
平成１９年度 製造業ＸＭＬ推進協議会 事業計画 
 
製造業の活性化と競争力強化に資するため、企業の各設計・製造現場等の情報システム、企業

基幹システム等とのインターフェースを視野に入れ、最新の情報連携技術である XML による情

報連携の可能性を検証する。あわせて各分野間の統合／連携のため、XML 活用に係わる共通仕

様の作成及び普及に関する活動を行う。 
活動計画の概要は次の通りである。 
なお、活動計画の具体的な内容を「2007 年度活動計画」(2/4 頁～4/4 頁) に示す。 

 
１．総会の開催：平成１９年６月１１日 
 
２．製造業に係わるＸＭＬ連携の推進 

（１）新仕様の公開と既存仕様の連携・・・運営委員会／技術ワーキンググループ（継続） 
（会員が策定した XML 関連の仕様・アプリケーションなどを MfgX ウェブサイト上

への掲載を推進。既存仕様の相互マッピング・連携・相互変換の検討） 
（２）生産スケジューリング系と製造実行系、制御系を接続するインターフェースの作成 

・・・ＭＥＳＸジョイントプロジェクト（継続） 
（３）製造に係わる文書のＸＭＬによる連携の推進 

・・・製造業文書連携プロジェクト（継続） 
（４）両プロジェクトの成果をベースに国際標準化活動の推進 

・・・標準化ＷＧ（新規） 
３．製造業ＸＭＬの普及推進 

  （１）製造業ＸＭＬフォーラム等の開催、システムコントロールフェアへの出展参加 
・・・運営委員会／広報ワーキンググループ／ 

製造業文書連携プロジェクト／ 
ＭＥＳＸジョイントプロジェクト 

  （２）ものづくり関連の情報誌への投稿 
  （３）ＸＭＬコンソーシアム等のＸＭＬ関連団体との連携 
 
４．その他、設立趣意書に掲載している活動項目の具体化 

 ・XML 適用例の調査（Web サービスを含む） 
 ・内外の XML 活動に関する動向調査 
 ・アプリケーション連携に必要な仕様の作成 
 ・製造業全体で共通となる仕様の作成 
 
５．会員状況 

 ・平成１９年６月１１日現在 
  正会員（２１）、準会員（１３）、個人会員（８）、学術会員（５）、協力団体（１） 

 なお、会員の詳細は「MfgX-PL-1-6 製造業 XML 推進協議会 会員一覧」参照。 
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